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拡張現実を用いた地球惑星科学情報の表現
Visualization of geoscience information by using Augmented Reality
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拡張現実（Augmented Reality：AR）とは、現実の環境にコンピュータを用いた情報を付加する技術及びその環境を指
す言葉である。地球惑星科学で取り扱う事象には電場や磁場など不可視のものが多く存在し、それらの空間分布・構造
を理解することが我々の重要な研究のひとつである。拡張現実を用いて不可視の概念を可視化し現実空間と重ね合わせ
ることで、地球惑星科学情報の直感的な理解と研究の促進が期待できる。また、全地球測位システム（GPS）情報を用い
た眼前の風景に関連する付加情報の表示（セカイカメラ）は、地球惑星情報を利用した拡張現実の例と可能性を示唆し
ている。本発表では、拡張現実を用いた地球惑星科学情報の可視化について、その事例を紹介する。


